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【開会式】 

 

【実践発表】 【記念講演】 

 

【学校保健研究大会を熱海市指定有形文化財である起雲閣で開催しました】 
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静岡県の定点当たり報告数推移 

（2月 7日厚生労働省発表） 

令和６年度の学校保健 

 子供たちの健康（命）に関する報道で、みなさ

んが一番気になったのは何だったでしょうか。例

年であれば秋の深まりを感じるはずである 11月

にも、最高気温が 25度を超える夏日となった地

点があるなど、暑い日が非常に多かったように思

います。それに伴い、熱中症による救急搬送状況

（5～9月 総務省消防庁発表）では、6月及び

7月が過去 2番、9月が過去最多の搬送人数になったことが報告されています。教育現場におけ

る発生割合は 4％となっていますが、子供たちの命を預かる私たちには、この数値を限りなくゼ

ロに近づけていく責務があると考えます。令和 6年 4月には「学校における熱中症対策ガイドラ

イン作成の手引き 追補版」が環境省・文部科学省から示され、各校においてもガイドラインの

見直しを行ったことと思います。次の夏に向けて、一層の対策をお願いします。 

 感染症に目を向けると、新型コロナウイルス感染症、季節性インフルエンザ、手足口病、マイ

コプラズマ感染症などの流行的発生が見られ、継続的な感染症対策が求められます。 

 コロナ禍で学んだ健康観察や換気の確保、手洗い等

の手指衛生の指導を行いつつ、地域や校内の感染状況

を踏まえ、活動場面に応じた感染症対策を一時的に検

討するなど、柔軟に活動を行っていくことが大切であ

ると考えます。（学校における新型コロナウイルス感

染症に関する衛生管理マニュアルより） 

 

また、文部科学省が公表した「令和５年度

学校保健統計調査」の結果によると、裸眼で

の視力が 1.0に満たない小中学生の割合が非

常に高いということがわかりました。GIGAス

クール構想による一人一台端末の使用だけが

原因とは考えられませんが、その使用方法に

ついては一考を要すると思います。日本眼科

医会は「イヌ、屋外活動をおすすめする」と

いう YouTube動画を公開し、屋外での活動を推奨

しています。子供たちは外遊びをしているでしょうか。当会としても、みなさんと一緒に子供た

ちの健康の保持増進に努めてまいります。 

文部科学省 令和５年度学校保健統計調査 
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第 63回静岡県学校保健研究大会 

 

１ 開催日時   令和６年 11月 21日（木） 13：10～16：00 

 

２ 会  場   熱海市 起雲閣 （熱海市昭和町４番２号） 

 

３ 参 加 者   454名 

           （内訳）一般参加者：374名 

              来賓：4名   受賞者：4名 

講師：1名   大会役員及び運営委員：71名 

 

４ 日  程 

（1）開 会 式 

① 開会の言葉  静岡県学校保健会  副会長  秋山 欣三 

   ② 国歌斉唱 

   ③ あいさつ   静岡県学校保健会  会  長  齋藤 昌一 

静岡県教育委員会  教育長  池上 重弘   【挨拶】 静岡県学校保健会長 

            熱海市学校保健会  会  長  渡辺 英二 

   ④ 祝  辞   熱 海 市  市 長  齊藤 栄 様 

 

 

 

 

 

【開会の言葉】          【挨拶】              【挨拶】          【祝辞】 

静岡県学校保健会副会長  静岡県教育委員会教育長    熱海市学校保健会長      熱海市長 

（2）表 彰 式     ＜表彰＞ （受賞者代表：個人１名、学校３校） 

ア 学校保健功労者表彰（75名） 

イ 健康推進学校表彰（優秀校１校 優良校５校） 

ウ 学校歯科保健優良学校表彰（優秀校４校 優良校 15校） 

エ 学校環境衛生活動優良学校表彰（優良校 19校） 

                ＜受賞者代表あいさつ＞ 

  【挨拶】 受賞者代表            健康推進学校優秀校 小林 純 氏（磐田市立大藤小学校長） 

 

 

 

 

【表彰】学校保健功労者代表 【表彰】健康推進学校代表  【表彰】歯科保健優良学校代表 【表彰】環境衛生活動学校代表 
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（3）実践発表 

研究主題   「チームで取り組む安全安心な学校づくりを目指して」 

        ～ 危機管理意識を高める健康教育 ～ 

発 表 者   賀茂地区学校保健会 養護教諭 

 

 

 

 

 

    【実践発表】             【実践発表】            【実践発表】 

（4）記念講演 

     演  題  「災害時における子どもの心のケア 

～ 安心安全な学校づくり ～ 」 

     講  師   吉永 弥生 先生 

             静岡県教育委員会 スクールカウンセラー 

 

 

 

 

 

【記念講演】 吉永弥生先生       【記念講演】            【記念講演】 

（5）閉 会 式 

① 主催者代表謝辞        静岡県学校保健会  副会長  宮城島昌史 

② 次回開催地区代表あいさつ   榛原地区学校保健会 会 長  山田 泰巳 

③ 閉会のことば              賀茂地区学校保健会 会 長  池田 正見 

 

 

 

 

 

【代表謝辞】       【閉会の言葉】  

静岡県学校保健会副会長  賀茂地区学校保健会長 

 

 

 

 

 

    【次回開催地代表挨拶】 

           榛原地区学校保健会長 
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№ 氏　名 所属校・担当校 № 氏　名 所属校・担当校

1 江島　経子 御殿場市立東小学校 13 小澤　美佳 島田市立島田第四小学校

2 友成　正明 小山町立北郷小学校 14 織田　孝裕 島田市立金谷中学校

3 旭　暢照 沼津市立原中学校 15 川口　洋子 藤枝市立西益津小学校

4 鈴木　勝己 富士市立大淵中学校 16 田熊　俊一 藤枝市立青島北小学校

5 青木　秀剛 静岡市立清水興津中学校 袋井市立浅羽中学校

6 飯室　優 静岡市立大里中学校 袋井市立笠原小学校

7 飯山　道郎 静岡市立服織小学校 磐田市立福田中学校

8 伊藤　純一 静岡市立観山中学校 磐田市立福田小学校

9 菅　明彦 静岡市立千代田小学校 浜松市立上阿多古小学校

静岡市立千代田小学校 浜松市立上阿多古中学校

静岡市立千代田東小学校 浜松市立熊小学校

静岡市立北沼上小学校 浜松市立下阿多古小学校

11 小豆原　秀貴 静岡市立両河内小中学校 浜松市立浜北北部中学校

静岡市立清水有度第一小学校 浜松市立麁玉小学校

静岡市立清水有度第二小学校 21 有木　玄 湖西市立鷲津中学校

静岡市立清水第三中学校 22 中嶌　秀康 湖西市立鷲津小学校

静岡市立清水第七中学校 23 廣田　佳行 静岡県立掛川東高等学校

№ 氏　名 所属校・担当校 № 氏　名 所属校・担当校

伊豆市立修善寺中学校 11 佐久間　祥光 藤枝市立青島中学校

伊豆市立狩野小学校 12 春田　良博 焼津市立港小学校

2 北岡　超 三島市立山田小学校 13 三浦　菜美子 掛川市立原野谷中学校

沼津市立大岡小学校 磐田市立福田中学校

沼津市立第三小学校 磐田市立福田小学校

4 町田　太郎 沼津市立金岡小学校 浜松市立都田小学校

5 小池　裕史 富士市立広見小学校 浜松市立滝沢小学校

6 水上　美郎 富士市立田子浦小学校 16 山下　万紀子 浜松市立中部中学校

7 芝切　章博 富士宮市立富丘小学校 17 大内　仁之 静岡県立富士高等学校

8 大村　宗久 静岡市立葵小学校 静岡県立藤枝北高等学校

9 仲野　悦子 静岡市立玉川小中学校 藤枝市立青島東小学校

10 前田　良一 静岡市立清水三保第二小学校

5

18 山本　竜

20 櫻町　俊二

14 寺田　昌史

15 平松　英樹

令和６年度　学校保健功労者表彰　被表彰者（75名）

【学校医】　２３名

10 菊川　達雄

17 神谷　純

18 小池　和夫

19 上野山　庄一

12 佐倉　伸洋

1 石井　康彦

3 佐藤　有

【学校歯科医】　１８名
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№ 氏　名 所属校・担当校 № 氏　名 所属校・担当校

1 飯田　由香 長泉町立北中学校 磐田市立豊田中学校

2 土屋　誠司 長泉町立北小学校 磐田市立豊田北部小学校

3 村松　春惠 富士市立吉原第一中学校 7 杉浦　嘉彦 静岡県立静岡南部特別支援学校

富士宮市立東小学校 8 杉本　道信 静岡県立清水東高等学校

富士宮市立西富士中学校 9 太田　由香里 静岡県立浜松湖北高等学校

5 鈴木　正章 藤枝市立高洲小学校

№ 氏　名 所属校・担当校 № 氏　名 所属校・担当校

1 速水　徹 磐田市立豊田南小学校 5 西田　亮 浜松市立佐久間中学校

2 加藤　雅嗣 浜松市立水窪中学校 6 山田　順子 浜松市立浜名小学校

3 杉山　行夫 浜松市立与進小学校 7 榑松　一樹 静岡県立掛川東高等学校

4 玉木　言明 浜松市立曳馬中学校

№ 氏　名 所属校・担当校 № 氏　名 所属校・担当校

1 堀之内　大 静岡県立静岡高等学校 2 鈴木　宏和 静岡県立浜松大平台高等学校

№ 氏　名 所属校・担当校 № 氏　名 所属校・担当校

1 コガ　知美 函南町立東小学校 9 石原　伸子 静岡市立賤機中学校

2 内田　瑞穂 熱海市立多賀小学校 10 白鳥　明美 静岡市立東源台小学校

3 仲野　さおり 熱海市立泉小学校 11 永田　知香子 島田市立初倉小学校

4 山本　直子 熱海市立伊豆山小学校 12 杉山　恵 吉田町立吉田中学校

5 加藤　雅実 富士市立今泉小学校 13 道上　千江 袋井市立袋井南小学校

6 星谷　輝美 富士市立田子浦中学校 14 森島　智香 浜松市立与進小学校

7 山本　里英子 富士市立須津中学校 15 矢吹　淑恵 浜松市立八幡中学校

8 三上　園実 富士宮市立富士宮第二中学校 16 大場　愛子 静岡県立浜名特別支援学校

4 寺田　昌功

【学校薬剤師】　９名

【保健主事】　２名

【養護教諭】　１６名

【校長】　７名

6 竹内　雅子



第122号 令和７年３月

◇健康推進優秀学校　１校

◇健康推進優良学校　４校

◇学校歯科保健優秀学校　４校

◇学校歯科保健優良学校　１５校

浜松市立舞阪中学校

静岡県立静岡商業高等学校

静岡県立吉田特別支援学校（小学部）

高等学校

特別支援学校

高等学校
静岡県立下田高等学校

静岡県立浜名高等学校

御殿場市立御殿場南小学校

函南町立丹那小学校

静岡市立富士見小学校

静岡市立蒲原東小学校

吉田町立自彊小学校

磐田市立豊田東小学校

浜松市立初生小学校

伊豆の国市立長岡中学校

伊豆市立天城中学校

城南静岡中学校

磐田市立豊田南中学校

《令和６年度 健康推進学校優秀学校・優良学校》

小 学 校

中学校

小学校

中学校

磐田市立大藤小学校

函南町立函南小学校

浜松市立上阿多古小学校

牧之原市立相良中学校

磐田市立神明中学校

《令和６年度 学校歯科保健優秀学校・優良学校》

浜松市立西気賀小学校

小 学 校

中 学 校

伊豆市立修善寺南小学校

吉田町立吉田中学校

7
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《令和６年度　学校環境衛生活動優良学校》

◇学校環境衛生活動優良学校　１９校

静岡県立駿河総合高等学校

静岡県立浜松湖北高等学校佐久間分校

焼津市立大井川東小学校

静岡市立東源台小学校

浜松市立鴨江小学校

浜松市立八幡中学校

静岡県立三島南高等学校

特別支援学校 　静岡県立東部特別支援学校

小
 
学
 
校

中
 
学
 
校

高
等
学
校

富士市立吉原小学校

富士市立富士南小学校

沼津市立第一小学校

焼津市立黒石小学校

富士市立元吉原中学校

富士市立大淵中学校

静岡市立安倍川中学校

浜松市立佐藤小学校

浜松市立三方原小学校

静岡市立城山中学校

浜松市立春野中学校

令和６年度 学校保健表彰

令和６年度 全国健康づくり推進学校表彰

優良校 　磐田市立磐田第一中学校

【文部科学大臣表彰】

【日本学校保健会表彰】

個　人

学　校

　青島　孝之（藤枝市立高洲南小学校　学校歯科医）

　島田市立六合東小学校

全 国 表 彰

8
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実践発表（賀茂地区学校保健会） 

   

 

 

 

 

 

Ⅰ はじめに 

賀茂地区は、伊豆半島の南に位置し、東から東伊豆町・河津町・下田市・南

伊豆町・松崎町・西伊豆町の１市５町からなり、それぞれの市町で美しい景観

と四季折々の花が咲く風光明媚な地区である。温泉や豊富な海の幸を求めて、

１年中多くの観光客が訪れている。 

現在、賀茂地区には、小学校 16 校、中学校８校の計 24 校があり、その多く

が小規模校である。また、近年、大幅な児童生徒数の減少により学校の統廃合

が進み、この５年間で８校も閉校しており、児童生徒を取り巻く環境の変化も

大きい。 

 

Ⅱ テーマ設定の理由 

〔賀茂地区の課題〕 

①環境面 

・少子高齢化、人口減少に伴う学校の統廃合が急速に進んでいる。  

・地区内に総合病院が少なく、専門医受診や高度な医療を受けるためには、かな  

りの通院時間を要する。 

・沿岸部が多く、地震や津波など自然災害による甚大な被害が予想される。  

・災害時には、孤立する地域が多く、復旧の遅れが予想される。  

②児童生徒の実態 

・学校の統廃合によるスクールバス利用や自家用車移動が中心のため、徒歩の機  

会が減ったことで体力の低下がみられる。  

・運動習慣の二極化に伴うけががみられる。  

・単学級の学校が多く、人間関係の固定化によるトラブルがみられる。  

・児童生徒や保護者の価値観が多様化してきている。  

・児童生徒に変化への対応力やレジリエンス不足がみられる。  

上記のような賀茂地区の課題を踏まえたとき、児童生徒の安全安心を守るため

には「危機管理」が必要不可欠であると感じた。  

そこで、賀茂地区学校保健研修部では、研究テーマを「チームで取り組む安全

安心な学校づくりをめざして」とし、その具現化のために、４つの柱「防災」「救

急処置」「感染症」「心」を窓口とした。また、「養護教諭」「教職員」「児童生徒」

「家庭・地域・関係機関」など健康教育に関わる人々との連携に視点をあて研究

に取り組んだ。 

賀茂地区研究テーマ 

「チームで取り組む安全安心な学校づくりをめざして」  

～ 危機管理意識を高める健康教育 ～ 
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研究構想図 
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Ⅲ 実践 

 

 

１ 研究動機 

  令和６年１月の能登半島地震では、孤立集落が 24 地区に上り、救助活動や

ライフラインの復旧に多大な影響を及ぼした。賀茂地区でも孤立集落が 44 地

区と予想され、全ての市町に含まれる。このような状況を考えると、災害に対

する備えは不可欠である。避けることのできない地震や津波、風水害等の自然

災害に対して、子供たちや教職員が防災に関する知識やスキルを身に付けるに

はどのような手立てが有効か考え、研究を行っ

た。 

 

２ 研究内容 

（１）養護教諭の資質向上のための取組 

災害時、学校が避難所になるケースが多い。

学校職員として防災に関する知識を身に付け、

発信するために自身の研修が必要と考えた。 

①ＨＵＧ研修「避難所運営ゲーム」 講師：賀茂地域局危機管理課 

実際の学校の図面を使用し、避難者の条件や配慮事項を考慮して、決めら

れたスペースに避難者を配置していく研修を行った。ＨＵＧ研修で具体的な

イメージができたが、同時に避難所運営の大変さを実感した。  

②防災講座 講師：賀茂地域局危機管理課 

災害時の心のケアや避難所での感染症対策について研修を行った。リラッ

クス法を体感したり、感染症発生時の場面設定を行い、養護教諭としてどう

動くか書き出して共有したりと、より具体的に対策を考えることができた。 

③応急手当講習 講師：救急救命士 

講師が患者の状態の事例を提示、それがどの

色に該当するか判断する卓上トリアージを実施

した。判断のポイントや迷いやすいケースなど、

常に救命にかかわっている講師からのアドバイ

スは大きな学びとなった。 

④防災出前講座 講師：市町防災係 

熊本地震の際に実際に現地へ派遣された職員

体験談を通して、避難所運営の実際を知るとと

もに、地域の防災対策について説明を受けた。 

⑤災害薬事コーディネーター研修 

学校薬剤師が災害薬事コーディネーターに任

命されたことをきっかけに、その職務や地区薬

剤師会の動き、避難所・救護所での薬剤師の役割

などについて学んだ。 

 

防災 

 

高所から転落し、左側腹部・胸部を受傷
冷や汗、側腹部痛が強い

意 識：晴 明

歩 行：痛みで不能

脈 拍：１０８回/分

呼 吸：３０回/分

３８歳男性



第 122 号 令和７年３月 

12 

 

（２）教職員の危機管理意識向上のための取組 

養護教諭の研修を土台に、教職員研修を充実させ、学校全体のリスクマネ

ジメントやクライシスマネジメントの強化を図った。  

①小中合同危機管理研修 

南伊豆支部の小中学校では、日頃から連携し

た教育活動を行っている。避難訓練は毎回、高

台にある中学校に小学生が避難するなど、災害

に関する取組も小中合同で実施している。  

小中合同で行う危機管理研修では、中学校が

避難所に指定されていることから、災害の際に

は多数の避難者が押し寄せることを想定し、応急処置やトリアージ訓練を実

施した。 

②発達障害対応研修 

「教職員向け保健だより」 

東伊豆支部では、発達障害の児童生徒に対して、その

特性にあった緊急時対応ができるよう研修を進めてき

た。１年目には、教職員向けの保健だよりを発行し、発

達障害の特性や困り感を理解し、日常生活から緊急時ま

でどうサポートすべきか周知した。 

「おたすけカード」 

２年目には、初年度の取組から発展し、視覚で指示を

出すことができる「おたすけカード」の作成に取り組ん

だ。想定される緊急時の場面を選び、子供たちに望む行

動を短時間で理解できるように、わかりやすいイラスト

を選ぶように心掛けた。両面のイラストカードで、場所をとらず、裏返して、

すぐ確認できるよう工夫した。 

 

（３）児童生徒の危機管理意識向上のための取組 

もしも自分たちの身の周りで災害が起きたとき、何が必要でどんなことが

できるか子供たち自身が考え、安全な行動をとれることが理想だと考える。

授業や特別活動等での学びを通して、防災についての知識や理解を深める活

動を行った。 

①  授業「総合的な学習～72 時間を生き抜くためのヒント～」 

A 小学校では、５年生の総合的な学習の時間に、養護教諭が授業に参画し

た。「大地震が発生し、ライフラインが停止した中での避難所生活」から、心

配な事を想像させたり、自分たちができることを考えさせたりした。ここで

は、ＩＣＴを活用して一人一人の

考えをジャムボードで共有し、災

害時の共助について考えるきっ

かけづくりをした。 

子供たちは授業後、防災倉庫を

確認し、「毛布が足りない」ことに

気づき、その必要性を行政に働きかけたいという意欲につながった。 

裏返すと… 

 
防 災 倉 庫 に 必 要 な も の  
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②学校保健委員会 講師：賀茂地域局危機管理課 

B 小学校では、５年生を対象に「災害時に自分たちでできる応急手当を学

ぼう」をテーマに学校保健委員会を実施した。事前に行った体育の保健領域

「けがの予防」と日本赤十字社の「普通救命講習」に養護教諭が参画し、学

校保健委員会までのつながりをスムーズにした。 

始めに、講師から東日本大震災の被害状況と災害時に起こりやすいけがや

病気について講話があり、次に養護教諭から骨折の手当てについて説明した。 

子供たちには、右の事例について、自分たちで

できるけがの手当てについて考えてもらった。一

人一人のタブレットに身近にあったもののイラ

ストを映し出し、「骨折」の応急手当で使用できる

ものを選び、ワークシートにイラストを貼り付け

ていく活動をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちには、「固定」と「安静」に分けて選んでも   

らった。個人の考えがまとまったら、班で話し合い、班

の意見をまとめ、実物を使った応急手当を行った。子供

たちは身近なものが応急手当に使用できることを知り、

災害時に人の役に立とうとする意識が高まった。  

③防災講座「居住区ごとに分かれて行うＨＵＧ研修」 

C 中学校では、災害が起きた時、地域の力として大

きな役割を担う中学生の学びにつなげるために、生

徒の居住区の避難所を想定したリアリティーのある

ＨＵＧ研修を行った。地域特有の問題点などを出し

合うことで、より実践的な研修となった。  

 

（４）家庭・地域・関係機関と連携した取組 

学校が避難所になったとき、行政等様々な関係機関との連携が必要になる。

教職員や児童生徒はどのようにかかわり、地域の一員として動くにはどうし

たらよいか専門機関の指導をもとに、地域防災の視点を持ちたいと考えた。

また、学校での防災教育に理解・協力を得るために広報活動にも力を入れた。 

 

①避難所運営訓練 

D 中学校では、学校や行政だけでなく、地区の自主防災会、消防署員、救

護所担当医師、看護協会看護師、薬剤師会、県災害本部の方々など、各方面

個人  班  班変更後  
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から様々な関係者が集まり、避難所運営について訓

練を行った。グループに分かれて救護活動や避難所

設営、避難者の誘導、簡易トイレづくりを行った。 

活動終了時には「気づいたこと、困ったこと、よ

りよい対応への提案等」を付箋に書き、グループご

とに模造紙にまとめることで、自分たちの役割や避

難所運営の工夫などを共有し合うことができた。  

②広報紙の作成と活用 

南伊豆支部では、「今災害が起きたら  わたしたちにできること」をテー

に広報紙を作成した。広報紙は、地域の回覧板を活用したことで、防災訓練

でも周知され、私たちの研修が地域に広がったことを肌で感じた。  

下田支部では、「知って備える災害対策～あなたや大切な人を守るために

～」をテーマに広報紙を作成した。配付して終わりにならないよう、クイズ

を掲載し各学級や家庭で防災学習ができるように工夫をしたり、広報紙の下

３分の１を「災害時用個人カード」とし、切り離して使用できるものにした

りした。 

３ まとめ 

  防災における研修は、地域の様々な職種の方に協力していただきながら

取り組んできた。研修を進めることで、教職員の災害に備える意識が高ま

り、また、防災教育を行うことで、児童生徒が地域の一員としての役割を

認識し、共助の意欲が高まった。さらに、地域や関係機関とは、目的意識

をもって協力し合えたことで、連携を深めることができた。  

  いつ起きてもおかしくない災害に備えるためには、普段から情報収集に

努め、さらなる防災教育の推進や連携の強化が重要である。これからも、

教職員・児童生徒・家庭・地域が防災に対する意識を高めていけるように、

多方面の方々の力を借りながら学校保健の側面からも支えていきたい。 
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１ 研究動機 

 賀茂地区の医療の現状として、「総合病院までが遠い」「眼科や耳鼻科、皮

膚科などの専門医が少ない」さらに「救急車が到着するまでに 30 分近くか

かる学校がある」という実態がある。このような医療過疎の現状を踏まえ、

「大きな事故０を目指そう」を合言葉に、養護教諭だけでなく、教職員や児

童生徒の危機への対応力向上と予防教育に取り組んできた。 

 

２ 研究内容 

  

 

（１）養護教諭の資質向上のための取組 

  緊急時に、私たち養護教諭は、迅速かつ的確に判断し対応することが求

められる。様々な事例研修を通して、他校の養護教諭と意見交換をする中

で、「もしも」の事態に備えてスキルアップを図ることが必要と考えた。  

①卓上危機管理研修 

「来室時トリアージ研修」 

  同時に複数の子供が来室したとき

に、誰から・どんな処置をするか優先

順位をつける研修を行った。 

「来室時対応シミュレーション研修」 

  けがで来室した子供にどんな問診

や触診、処置が必要かグループで検討

した。 

保健室で日々、対応に迷うことも多

い中で、普段の自分たちの対応に見落

としはないか考えることができ、スキ

ルアップにつながった。 

 

（２）教職員の危機管理意識向上のための取組 

 学校での大きな事故への対応は、養護教諭一人でできることではなく、教

職員の迅速かつ組織的な対応が重要になってくる。 

忙しい先生方に、短時間にできるだけ多くの知識と技能を身につけてもら

うにはどうしたらよいか考え、各校工夫を凝らして研修を進めた。  

①アレルギー対応研修 

 食物アレルギー対応について、職員の実態を把握するため研修の前後にア

ンケートを実施した。職員の実態を数値で見える化することで、課題も明確

になり、より充実感が得られる研修となった。 

②持久走中の事故を想定した危機管理研修  

 持久走大会は学校行事の中でもリスクの高い行事である。練習や本番に臨

救急処置 

 

緊急時、速やかに対応できるスキルの向上  

 

例：中学校                         

放課後があと 20 分で終了するこ

ろ、３名の生徒が来室。３名とも意

識ははっきりしている。 

A）バレー部、ブロックで右手人差し 

指第２関節が腫れている。 

B）バスケ部、呼吸数が非常に多  

い。たまに過呼吸になる。 

C）テニス部、強い頭痛と気分不良  

の訴え。顔が真っ赤、汗が多い。 
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むためには、職員の意識に緊張感を持たせ

る危機管理研修は欠かせない。卓上シミュ

レーション研修では、右のような場面設定

を具体的に行うことで、コース上の職員の

配置や危険箇所の確認、準備物を見直すこ

とができた。 

③水泳の事故を想定した危機管理研修 

 水泳の危機管理研修では、毎年、指導体

制や緊急時マニュアルの確認を行い、職員

の共通理解を図った上で、一次救命講習や

シミュレーション研修を実施している。 

 ホワイトボードに入水者数や見学者数・

指導や支援に入る職員を明記し、安全に水

泳指導に臨めるように指導体制を整えてい

る。また、賀茂地区ではプールのない学校も

あるため、年度が変わるたびに教職員に向

け周知をする必要があり、水泳指導前の危

機管理研修は欠かせない。 

 

（３）児童生徒の危機管理意識向上のための取組 

   児童生徒が事故を未然に防ぐための取組を行うことや、事故発生時に落ち

着いて行動することは、被害を最小限にするために必要不可欠である。子供

たちの発想を大切にしながら活動を広げ、危機管理意識を高めていけるよう

取組を行った。 

①小学校の委員会活動「けが防止の校内標識づくり」 

今までの活動で多かったポスター作り

ではなく、誰にでもわかりやすい「標識」

でけが防止を呼びかけることにした。 

 標識を見た下級生が、廊下や階段で標

識を意識して行動する姿がみられるよう

になった。「ポスター」から「標識」とい

う子供たちの発想の転換が、委員会活動

を盛り上げるきっかけとなった。 

②中学校の委員会活動「熱中症について」 

 始めに保健委員会の生徒が各自で熱中

症について調べ、まとめたものを全校朝

会で発表。その後、各クラスでミニ保健指

導を行い、中体連前には、部活動ごとに活

動中の熱中症患者発生を想定し、救急処

置の練習も実施した。 

最後に、保健委員会で熱中症予防の川

C
C 
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柳を募集し、優秀な作品の表彰・掲示を行った。熱

中症予防という一つの視点から、いろいろな発信方

法の工夫で活動の広がりがみられた。 

 

（４）家庭・地域・関係機関と連携した取組 

 専門的なスキルの向上を目指し、学校医や消防

署、日本スポーツ振興センターなど様々な関係機関に支援・指導をいただい

ている。各機関との連携を深めることで、より効果的な指導や迅速な対応が

可能になっている。 

①消防署との連携 

 右の「事故想定マニュアル」は救急救命士に監

修を依頼し「熱中症」「骨折・捻挫」「大出血」な

ど 10 項目について作成した。「誰もがつながる・

わかる・動ける」をイメージし、教職員が落ち着

いて適切な対応が図れるマニュアルを目指した。 

②学校医等との連携 

 学校医の先生方には健康診断だけでなく、校内

の職員研修や地区の研修会の講師として御指導

をいただいている。地域で身近に子供たちを診て

くださっている先生方の講話は、より具体的で即

実践につながることが多い。 

 

  

 

（１）小学校「跳箱」の保健指導 

 毎年、日本スポーツ振興センターの職

員を講師に招き、研修会を実施してい

る。 

令和４年度は、骨折リスクの高い運動

種目としてあげられていた小学校「跳

箱」、中学校「バスケットボール」の現状

と安全管理・安全教育について講話をい

ただいた。その講話内容を受け、小中学

校別に保健指導を計画した。 

①体重測定時の保健指導 

 各小学校で共通の仮説をたて、保健指

導を進めた。始めにクイズ形式でけがの

現状について触れ、その後、予防指導に

つなげた。 

 

 

体育授業に視点をあてた予防教育  

 

▲跳箱に手をつく際、小指側からついてしまう 

→手のひら全体でつくという正しく手をつく動作の習得へ 

小指の骨折が一番多い現状に着目したクイズ 
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  ②予防教育の広がり 

保健指導後、教職員にもこの内容を

広く周知したいと考え、教職員向けの

たよりを作成し、ミニ研修を行った。 

講話内容の確認後、実際に跳箱やマ

ットの状態、購入年度を確認した。使用

している跳箱やマットは購入年数が古

く、耐用年数を超えていることがわか

り、予算化へつなげることができた。 

 

（２）水泳の保健指導 

 「水泳授業に向けて健康管理、熱中症

予防、感染症対策、けが予防についての

ルールを知ることで、児童が同じ意識

のもと、安全に気をつけて水泳授業に

取り組めるだろう」と共通の仮説を立

て、各小学校で保健指導を進めた。 

 

（３）体育授業における事故防止策 

 西伊豆支部では、保健体育科２人の校長を講師に招き、小学校・中学校そ

れぞれの「体育授業における事故防止策について」講話をいただいた。その

講話内容を、種目別に環境面と指導面に分類し、一覧表にまとめた。一覧表

は校長会でも紹介してもらい、各校で教職員の研修に活用した。 

３ まとめ 

救急処置に関する研修を積み重ねることで、養護教諭の気づきや教職員の

意識向上につながった。さらに、事前事後のアンケートや振り返りのまとめ

を丁寧に行うことで、教職員の共通理解が深まった。また、体育授業に視点

をあてた予防教育では、単元ごと指導を行うことでけがを最小限に防ぐこと

ができた。 

 しかし、スキルの向上研修や予防教育は、どちらも時間の確保が大きな課

題である。また、予防教育を実際に行う中で、子供の実態から過度の不安を

与えないような配慮も必要なことがわかった。 

本校の跳箱は１９年前

の購入になっている。張

替も含め、順次購入を

考えよう！  

このカラーマット

は滑りやすいから

注意したいね！  
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１ 研究動機 
2020 年２月、新型コロナウイルス感染症対策として全国一斉休校が行われ

た。日本中の学校が感染症対策に追われる中、児童生徒が感染症予防を自分
事として捉え、予防への意欲を継続するための指導を積み重ねていきたいと
考えた。 

２ 研究内容 
（１）養護教諭の資質向上のための取組 

西伊豆支部では、「新型コロナウイルス感染症の予防的対応ファイル」を
作成することにした。多方面から届く新型コロナウイルス感染症に関するマ
ニュアルや資料を項目ごとにファイリングし、多くの情報を効率よく活用で
きる体制を整えた。 

（２）教職員の危機管理意識向上のための取組 
下田支部では学校感染症について作成した

資料をファイリングし、職員に対し「いつでも、

すぐに」感染症についての資料を配付できるよ
う冊子を作成した。 

 
（３）児童生徒の危機管理意識向上のための取組 

児童生徒が感染症について正しい知識と予
防方法を身につけ、進んで予防することができ
るよう様々な場面を通じて保健指導を計画し
た。 
また、発生当初は差別や偏見も問題となった

ため、心の問題にも着目し取組を行った。  
①身体測定時・掲示物・保健だよりを利用した保健指導  
②シトラスリボンプロジェクト 
新型コロナウイルス感染症拡大の中でも、誰もが笑顔

で生活できるようにとの思いを込めて「シトラスリボン
プロジェクト」を行った。児童から家族へ発信するだけ
でなく、来校者の方にも紹介・プレゼントをすることで、
地域の方にも発信し思いを共有できた。  
 
３ まとめ 

新型コロナウイルス感染症の流行によりクローズアップされた「感染症」
への対応。特にコロナ禍にあっては、あふれる情報によってネガティブな感
情に支配されることがないよう、正しい情報を正確に伝えることの大切さを

実感した。また、子供たちが「今必要とする感染症対策」を十分理解し、進
んで取り組めるような指導を進めてきた。感染症に関わるワードが全世界に
浸透したことにより感染を広めないための行動を考える機会となったが、こ
の新たなスタンダードが薄れることのないよう、今後も継続した取組を進め
ていきたい。 

 

感染症 
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１ 研究動機 

  新型コロナウイルス感染症、自然災害、人間関係、発達の特性等、子供たち

を取り巻く状況は年々複雑になり、様々なストレス(心の不安)を抱えている子

供たちが増えている。そのような状況下でも、前向きに物事をとらえ、柔軟に

対応する力や立ち直る力を身につけさせたいと考え研修を行った。  

 

２ 研究内容 

（１）養護教諭の資質向上のための取組 

体調不良や心に問題を抱える児童生徒に対し、適切かつ迅速に対応するた

め、事例検討等を行い養護教諭の資質向上を図った。さらに、スクールカウ

ンセラーやスクールソーシャルワーカーを講師に招き、レジリエンスや心の

健康問題について理解を深めた。 

 

（２）教職員の危機管理意識向上のための取組 

子供たちと日々かかわる教職員も、子供たちの

「心」について一緒に考え、同一歩調で対応や支

援にあたることができるよう、校内研修（事例検

討）や保健だより等を用いて啓発活動を行った。 

 

（３）児童生徒の危機管理意識向上のための取組 

様々なストレスを抱える子供たちが、自分の心

と向き合い、どうしたら心の安定を保つことがで

きるか考えることは必要である。保健の授業や学

校保健委員会を通して児童生徒への啓発を行っ

た。 

 

（４）家庭・地域・関係機関と連携した取組 

下田支部では、「災害後の心とからだのストレス症状を知ろう」をテーマ

に広報紙を発行した。広報紙は読むだけでなく、家族と一緒に考えたり実践

したりできるように紙面を構成した。 

東伊豆支部では、スクールカウンセラー等専門家の指導を広報紙にまとめ、

家庭にも広げた。また、保健だよりの裏面に「心の健康コラム」を連載し、

レジリエンスを高めるかかわりや生活を意識できるようにした。  

 

３ まとめ 

 災害だけでなく、人間関係においてもストレスを抱える子供たちの心をし

なやかで強靱なものにするために、教職員・児童生徒・家庭が心の安全につ

いての知識を深め、実践できるように、これからも保健室から様々な取組を

通して支援していきたい。 

心 
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Ⅳ 賀茂地区研究の成果と課題 

１ 成果 

〇教職員や関係機関と研修する中で、養護教諭の日常の執務や対応を見直し、

新たな視点での気づきや専門的な知識を得ることができ、スキルアップに

つながった。 

〇各校の実態に即した危機管理研修を実施することで、各校が学校体制につ

いて検討・改善する機会が増えた。また、様々な危機に対しチームとして

対応する意識が高まるなど、教職員の危機管理意識が向上した。  

〇児童生徒は、授業や保健指導・学校保健委員会等の学びを通して、安全を

意識した生活ができるなど少しずつ行動変容がみられた。  

〇家庭・地域・関係機関と共通の目的をもって協働することで、互いの役割

を意識し連携を深めることができた。また、連携していく上で、養護教諭

がコーディネーターの役割を担い、新たなネットワークを構築することが

できた。 

  

２ 課題 

○児童生徒への保健指導や教職員の危機管理研修など、時間の確保や教育課

程への位置付けが必要である。 

○児童生徒の発達段階に応じた指導内容を検討し、より効果的な指導を目指

す。 

○教職員一人一人のさらなる危機管理意識の向上を目指し、発信や研修内容

を工夫する。 

○家庭への啓発活動を継続し、保護者を巻き込んだ取組を実施することで、

家庭との連携を深めるとともに、学校・家庭・地域・関係機関との協力体

制づくりの強化を図る。  

○今後は、災害や大事故・パンデミック等のハイリスク時に避けることので

きないメンタルケアやレジリエンスを高めるための取組にも力を注ぐ必

要がある。 

   

Ⅴ おわりに 

私たちの実践は、学校・家庭・地域・関係機関など多くの方々に支えられ

様々な成果を得ることができた。しかし、今年に入ってからも全国各地で地

震が頻発しており、自然災害の被害の甚大さを感じるとともに、学校で想定

される大事故や感染症の流行等「危機」に備えておく重要性を改めて痛感し

ている。 

今後も、賀茂地区の特性や課題をふまえ、養護教諭がコーディネーターの

役割を担いながら連携を推進し、チーム学校として、子供たちの安全安心な

学校生活を築いていきたい。 
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第 46 回中学校・高等学校生徒保健委員活動発表会（紙上発表） 
 

１ 概   要  当初、オンラインによる発表会を予定していたが、参加校の

都合により紙上発表（参加校の実践を集録）形式へと変更をし

ました。 

         集録については、PDF 形式で県内の義務教育諸学校、県立学

校、本会加入の私立学校に配布するとともに、ホームページに

掲載しました。 

２ 実践報告校  静岡県立三島北高等学校  静岡県立清流館高等学校 

         静岡県立磐田北高等学校  沼津市立大岡中学校 

３ テーマ及び概要 

静岡県立三島北高等学校 

            三北生の睡眠を考える ～睡眠の質向上を目指して～ 

 

静岡県立清流館高等学校 

            美トイレづくり 

 

静岡県立磐田北高等学校 

            安心安全な学校生活をつくろう 

～校内設置の担架と AED への理解の深まりと技術の向上を通して～ 

 

沼津市立大岡中学校 

  Health care 

～お掃除プロジェクト（ほうきからワイパーへ）＆ほっとルーム～ 

 

 

 

 

アンケート調査により浮き彫りになった睡眠について改善を図ろう
と、文献を参考にしながら自らが体験（実験）を通してより良い睡眠
を求め、生徒への呼びかけを行っていく取組を行いました。実際にや
ってみると、理想通りにはいかない部分も見つかり、その中で新たな
取り組みを試行していく深まりを感じることができました。 

トイレの環境改善に目を向け、誰もが快適に使えるようにするための
取組を行いました。課題を明らかにしながら、学校へ要望をしたり、
全校生徒への呼びかけを行ったり、さらには清掃業者に相談をしたり
と、非常にアクティブな活動を行い、課題解決に近づけていきました。 

緊急時に生徒自身にできる行動とは何かを考え、救急搬送に使う担架
や救命に使う AED に着目することにより、社会に出てからも活きる力
の育成に取り組みました。その際には、専門的な知見を持つ福祉科や
併設の支援学校からのアドバイスを得、ポスター掲示やシミュレーシ
ョン動画の作成に取り組みました。学校で生活する誰もが安心できる
ことにつなげることができました。 

清掃活動の見直しと生徒の居場所づくりに取り組みました。これまで
の清掃方法を専門家のアドバイスや先進校の取組を参考に、科学的な
根拠に基づき、全校生徒への呼びかけを行いました。また、誰にでも
居場所のある学校を目指し、生徒主体の環境づくりを行いました。同
世代の話し（遊び）相手がいること、赤ちゃんとの交流など、当事者
目線での活動とすることができました。 
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第 53回学校保健新聞コンクール 
【応募状況】 
 ◇応 募 総 数  ２４校 
   ＜内訳＞・小  学  校    児童の部 ５校    教師の部 ４校 
       ・中  学  校    生徒の部 ４校    教師の部 ５校 
       ・高 等 学 校     生徒の部 ４校    教師の部 ０校 
       ・特別支援学校    生徒の部 ２校    教師の部 ０校 

 計 １５校       計 ９校  
【審  査】 
◇月 日  令和６年１２月１０日（火）  
◇場 所  静岡県教育委員会健康体育課内 

【審査結果】   特選：10校   入選：14校 

校 種 部 門 賞 校 名 

小 学 校 

児 童 

入選 森町立森小学校 

入選 掛川市立曽我小学校 

入選 浜松市立相生小学校 

入選 松崎町立松崎小学校 

入選 掛川市立桜木小学校 

教 師 

特選 菊川市立内田小学校 

入選 藤枝市立青島小学校 

入選 浜松市立豊岡小学校 

入選 袋井市立山名小学校 

中 学 校 

生 徒 

特選 掛川市立北中学校 

入選 袋井市立袋井中学校 

入選 浜松市立浜名中学校 

入選 浜松市立北浜東部中学校 

教 師 

特選 森町立旭が丘中学校 

特選 浜松市立東部中学校 

特選 菊川市立岳洋中学校 

特選 袋井市立浅羽中学校 

入選 浜松市立三方原中学校 

高等学校 生 徒 

特選 静岡県立浜松北高等学校 

特選 静岡県立浜松南高等学校 

特選 静岡県立韮山高等学校 

入選 静岡県立川根高等学校 

特別支援学校 生 徒 
特選 静岡県立伊豆の国特別支援学校 

伊豆松崎分校 

入選 静岡県立富士特別支援学校富士東分校 
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令和６年度 第53回学校保健新聞コンクール 
小学校教師の部 特選作品  【菊川市立内田小学校】 
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令和６年度 第53回学校保健新聞コンクール 
中学校生徒の部 特選作品  【掛川市立北中学校】 
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令和６年度 第53回学校保健新聞コンクール 
中学校教師の部 特選作品  【森町立旭が丘中学校】 
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令和６年度 第53回学校保健新聞コンクール 
中学校教師の部 特選作品  【浜松市立東部中学校】 
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令和６年度 第53回学校保健新聞コンクール 
中学校教師の部 特選作品  【菊川市立岳洋中学校】 
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令和６年度 第53回学校保健新聞コンクール 
中学校教師の部 特選作品  【袋井市立浅羽中学校】 
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令和６年度 第53回学校保健新聞コンクール 
高等学校生徒の部 特選作品  【静岡県立浜松北高等学校】 
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令和６年度 第53回学校保健新聞コンクール 
高等学校生徒の部 特選作品  【静岡県立浜松南高等学校】 
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令和６年度 第53回学校保健新聞コンクール 
高等学校生徒の部 特選作品  【静岡県立韮山高等学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 122 号  令和７年３月 

41 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 122 号  令和７年３月 

42 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 122 号  令和７年３月 

43 

 

 

 

 



第 122 号  令和７年３月 

44 

 

令和６年度 第53回学校保健新聞コンクール 
特別支援学校生徒の部 特選作品  【静岡県立伊豆の国特別支援学校 

伊豆松崎分校】 
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令和６年度 静岡県学校保健会役員（理事会） 

令和 7年 2月現在 

No. 役職名 氏 名 所  属 所属内職名 

１ 会 長 齋藤 昌一 静岡県医師会 副会長 

２ 副 会 長 松田 美代子 静岡県歯科医師会 副会長 

３ 副 会 長 秋山 欣三 静岡県薬剤師会 副会長 

４ 副 会 長 井島 秀樹 静岡県高等学校長協会 校長 

５ 副 会 長 宮城島 昌史 静岡県校長会 校長 

６ 常務理事 夏目 伸二 静岡県教育委員会健康体育課 課長 

７ 理 事 小野 宏志 静岡県医師会 理事 

８ 理 事 大石 和久 静岡県歯科医師会 理事 

９ 理 事 天野 雄一郎 静岡県薬剤師会 常務理事 

10 理 事 神田 秋葉 静岡県高等学校長協会 校長 

11 理 事 寺田 泰紹 静岡県校長会 校長 

12 理 事 矢田 守男 田方地区学校保健会 会長 

13 理 事 岡田 典之 伊東市学校保健会 会長 

14 理 事 樋口 奈津子 駿東地区学校保健会 常任理事 

15 理 事 山田 泰巳 榛原地区学校保健会 会長 

16 理 事 戸田 顯彦 静岡市学校保健会 会長 

17 理 事 月井 英喜 浜松市学校保健会 副会長 

18 理 事 中島 由紀江 静岡県養護教諭研究会 会長 

19 理 事 佐々木 靖之 静岡県高等学校保健会(清水東高校） 保健主事 

20 理 事 田澤 大瑛 静岡県高等学校保健会(清水東高校） 養護教諭 

21 理 事 松下 将史 静岡県教育委員会健康体育課 班長 

22 理 事 山口 美知子 静岡県教育委員会健康体育課 教育主幹 

23 監 事 赤澤 智子 静岡県高等学校長協会 校長 

24 監 事 川口 郁代 静岡県校長会 校長 
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令和６年度 静岡県学校保健会役員（評議員会） 

令和７年 2月現在 

No. 役職名 地区名 氏 名 所   属 所属内職名 

１ 評議員 賀茂地区 鈴木 ゆきみ 西伊豆町立賀茂小学校 校長 

２ 評議員 田方地区 土屋 清隆 函南町立丹那小学校 校長 

３ 評議員 伊 東 市 稲葉 米彦 伊東市立池小学校 校長 

４ 評議員 熱 海 市 坂上 洋 熱海市立第二小学校 校長 

５ 評議員 三 島 市 佐藤 惠 三島市立中郷中学校 校長 

６ 評議員 駿東地区 中西 直子 御殿場市立印野小学校 校長 

７ 評議員 沼 津 市 渡邉 潤 沼津市立第二小学校 校長 

８ 評議員 富 士 市 福島 潤子 富士市立天間小学校 校長 

９ 評議員 富士宮市 山﨑 匡史 富士宮市立富士宮第一中学校 校長 

10 評議員 静 岡 市 藤原 康敬 静岡市立川原小学校 校長 

11 評議員 志太地区 小川 毅 藤枝市立藤岡小学校 校長 

12 評議員 榛原地区 和田 安史 吉田町立自彊小学校 校長 

13 評議員 小笠地区 板倉 亨 掛川市立倉真小学校 校長 

14 評議員 磐  周 佐藤 文宣 磐田市立磐田西小学校 校長 

15 評議員 浜 松 市 小松 弓美 浜松市教育委員会 健康安全課 課長 

16 評議員 湖 西 市 黒栁 和之 湖西市立知波田小学校 校長 

17 評議員 高校部会 木口 璃賢 静岡県立富岳館高等学校（東部） 養護教諭 

18 評議員 高校部会 伊藤 ともこ 静岡県立掛川特別支援学校(西部) 保健主事 
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令和７年度 静岡県学校保健会事業計画（予定） 
 
１ 第 64回静岡県学校保健研究大会 

期  日  令和７年 11月 13日（木） 
会  場  牧之原市相良総合センター「いーら」ホール 
開催地区  榛原地区・小笠地区 

 
２ 学校保健活動推進事業 
（1）第 47回中学校・高等学校生徒保健委員活動発表会 【オンライン開催】 

期  日  令和７年 12月 23日（火） 
（2）第 54回学校保健新聞コンクール 

     応募期限  令和７年 11月 14日（金） 
     審 査 会  令和７年 12月９日（火） 
     部  門  小・中・高・特別支援学校  児童生徒の部  教師の部 
     応募条件  令和７年４月から令和７年 11月までに発行した保健新聞 
           児童生徒の部、教師の部 いずれか１校１点 
（3）学校保健研究活動助成 

① 静岡県学校保健研究大会開催助成  ・第 64回大会（榛原地区・小笠地区）  

② 地区学校保健会研究活動助成 
③ 専門部研究活動助成 
④ その他の助成 

（4）第 76回関東甲信越静学校保健大会 
     期 日  令和７年８月７日（木） 
     会 場  千葉県 TKPガーデンシティ千葉 
（5）令和７年度全国学校保健・安全研究大会 

     期 日  令和７年 11月 20日（木）・21日（金） 
     会 場  神奈川県横浜市内 
（6）令和７年度全国学校保健会中央大会 

     期 日  令和７年 11月 21日（金） 
     会 場  神奈川県横浜市内 
 
３ 専門部活動推進事業 
（1）学校歯科保健に関する調査    令和７年６月上旬 
（2）学校環境衛生活動に関する調査  令和７年６月上旬 

 
４ 表彰に関する事業 
（1）学校保健功労者表彰      （第 64回静岡県学校保健研究大会にて表彰） 
（2）健康推進学校表彰       （         〃         ） 
（3）学校歯科保健優良学校表彰   （         〃         ） 
（4）学校環境衛生活動優良学校表彰 （         〃         ） 
(5) 学校保健新聞コンクール 

 
５ 広報に関する事業 
（1）第 47回中学校・高等学校生徒保健委員活動発表集録の発行（12月発行予定） 
（2）会報 第 123号「学校保健のうごき」発行 （3月発行予定） 

 
６ 健康検診結果の実態と研究報告 
（1）令和７年度学校歯科保健調査結果報告（静岡県歯科医師会）県学校保健会 HPに掲載 

 
７ 理事会及び評議員会等 
（1）第１回理事会・評議員会  令和７年６月 19日（木）14：00  静岡県教育会館 
（2）第２回理事会・評議員会  令和８年２月 19日（木）14：00  （会場未定） 
（3）学校保健功労者等審査委員会  令和７年 10月２日（木）15：00  （会場未定） 
（4）令和７年度会計監査  令和８年４月予定         （会場未定） 


